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友
達
の
所
へ
遊

び
に
行
っ
た
時
、

お
け
い
こ
さ
れ
て

い
る
水
墨
画
を
見

せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
自
分
も
墨
絵

が
好
き
で
良
い
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
丁
度
そ
の
頃
、
立
花
町

働
く
婦
人
の
家
で
講
座
が
あ
る
と
の
事
。
早
速

近
所
の
友
達
と
申
し
込
み
ま
し
た
。
そ
れ
が
今

の
中
島
先
生
で
す
。
す
ば
ら
し
い
先
生
に
恵
ま

れ
お
手
本
を
戴
い
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
分

ら
ず
自
分
な
り
に
描
い
て
い
ま
す
。
「
あ
な
た

達
の
為
に
先
生
は
居
る
の
よ
」
と
言
っ
て
や
さ

し
く
教
え
て
戴
き
ま
す
。
先
生
の
手
助
け
で
自

分
な
り
の
作
品
が
幾
つ
も
出
来
ま
し
た
。
本
当

に
嬉
し
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
も
、
教
室
の
仲
間
の
皆
さ
ん
に
優

し
く
応
援
し
て
も
ら
え
る
か
ら
と
い
つ
も
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

gallery街かど 

立花町白木 

久冨　カツキ 
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お
と
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と
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を
す
る
こ
と
が
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の
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よ
。 

　
お
か
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と
か
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も
の

を
す
る
こ
と
が
た
の
し
い
よ
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え
い
り
ち
ゃ
ん
と
じ
て
ん

し
ゃ
に
の
る
こ
と
が
た
の
し

い
よ
。 

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
さ
か
な

と
り
を
す
る
こ
と
が
た
の
し

い
よ
。 

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
え
ほ
ん

を
よ
む
こ
と
が
た
の
し
い
よ
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ほ
い
く
え
ん
で
あ
そ
ぶ
こ

と
も
た
の
し
い
よ
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た
の
し
い
こ
と
を
い
っ
ぱ

い
み
つ
け
る
よ
！ 
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　　松田久彦さんの卒寿を祝う会 
　松田久彦さんをご存知でしょうか。八女の職人に惚れ、

八女の工芸・民芸を日本中に紹介したあの松田さんです。 

　松田さんが八女に来て52年になります。今年11月3日

が90歳の誕生日です。松田さんを敬愛する私たちは、誕

生日に「松田久彦さんの卒寿を祝う会」を計画しました。

趣旨に賛同して、出席してくださる方を募っています。 

　私たちは壇上に立った松田さんがまだ話を始めないう

ちから、なぜか嬉しくなってしまいます。あのぎょろり

とした目玉にひきつけられ、魔術にかかるのでしょう。

松田さんは90歳を前にした今も、元気です。久しぶりに松田節を聞きませんか。

当日は松田さんに「八女に来て52年（仮題）」の題で話をしてもらう予定です。 

　松田さんは大正12年、久留米市東町の生まれ。召集され、福岡市で終戦を迎

えています。毛布1枚を持って、久留米に帰ったそうです。昭和23年、夕刊フク

ニチ新聞社の記者になり、サツ回りからスタート。11年間の記者生活のあと、

東京温泉の宣伝部長、伊豆修善寺の温泉旅館の番頭も経験。昭和36年、堀川バ

スに迎えられます。 

　八女に来た時38歳でした。文化勲章受章の画家、坂本繁二郎さんを訪ね、堀

川バスの車体の色について問答し、やりとりを社内報に紹介しています。 

　松田さんは、仏壇や提灯、手漉き和紙、久留米絣、石灯籠などの工房を訪ね、

多くの職人と会話しています。家人と仲買人くらいしか話す相手がいなかった多

くの職人は、ずけずけとモノを言う松田さんに最初は戸惑い、後には、嘘のない

松田さんの来訪を心待ちにしていたようです。 

　松田さんは職人との出会いを楽しむ一方で、八女の自然を愛し、街並みを愛し、

消えゆく伝統の味を惜しみ、私たちに「生きる」意味を考えさせてくれました。 

　職人との交流の模様や、八女の自然・伝統を見直す視点は、松田さんの著書（「物々

好感」「きもんぬすど」「八女、仕事着の道」「八女を歩く1～3集」など）に詳し

く書かれています。 

　私たちは今改めて、「松田さん、よくぞ八女に来てくれました」という思いで

います。 

　伝統的工芸の各組合の理事長、八女伝統工芸館や八女ふるさと塾の関係の皆さん、

産業界の皆さんらに賛同していただきました。多くの皆さんが、「松田さんと久

しぶりにしゃべろう」と集まってくださることを願っています。 

　「祝う会」は11月3日午後4時から、「いわ井」（八女市津ノ江）で行います。

会費5,000円。卒寿を期してまとめた「松田さん・八女を歩く」（福原信彬著）

をお配りします。 

松田久彦さんの卒寿を祝う会代表　山口　昇（八女伝統工芸館理事長） 

お問い合わせ・申し込みは　松尾和紙工房（124-3876）  ㈱東兄弟（124-2111） 

ヤクシソウ（薬師草）[キク科]
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　ヤクシソウは、秋（10～11月）日

当たりの良い山野で良く分枝した花

茎に黄色い小花を集合して咲かせる

キク科の野草（二年草）である。 

 矢部村では釈迦岳登山道（車道）の

よく陽が当たる南に面した道端に、

上を向いてこぼれるように咲いた黄

色の花を観察することが出来る。葉

は互生してつき、基部が茎を抱いて

ついている。この葉の付き方が薬師

如来の光背に似ていということから

薬師草と名がついたといわれている。  

　松尾　重根（黒木町） 
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